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図－3 水・CO2 相対浸透率測定装置(概念図) 

 
図－4 を見ると，S1，S2 の試料と比較すると S3，S4

の試料は水の流動性が無くなる，すなわち水の相対浸

透率(krw)が 0 となる飽和率が高くなっている．この飽

和率は不動水飽和率と呼ばれ，空隙内の水分がそれ以

上排除できない状態であることを表す．従って，10μ
m 程度未満の細粒の粒子が割合として多く存在する岩

石試料の場合，試料内に排除できない水分がトラップ

され，結果として水および CO2 の流動できる飽和率の

範囲が限定されることが考えられる． 
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図－4 CO2 注入室内試験結果に基づく相対浸透率評価結果 

6.

Immersion-induced pore air pressure buildup and its interpretation using equivalent channel model
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